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A3全 長の経時変化 と試験年 の関係,
▲21984年,●31985年,■:1986年.








葉幅/全 長,葉 幅/葉 長,茎 幅/茎 長,葉 幅/茎 長,
茎長/葉 長.
B,生 長の初期ではバ ラツキは小 さく、生長す るに したがって
指数的に増加す るが、個体変異 も大 きくなる.
葉重/全 長,葉 重/葉 長,/葉 重/茎 長,葉 重/茎 幅,
葉重/葉 幅,葉 重/欠 刻幅,葉 重/葉 厚,
全重/全 長,金 重/葉 長,/全 重/茎 長,全 重/茎 幅,
全重/葉 幅,全 重/欠 刻幅,全 重/葉 厚.
C,生 長初期 にはバ ラッキが大 きく個体変異が大 きいが、
生長するにっれて一定 の値に収敏する.
葉厚/全 畏,葉 厚/葉 長,葉 厚/茎 長,葉 厚/茎 幅,
葉厚/葉 幅,葉 輻/茎 幅.、
D,バ ラツキが狭い
①右上 がりの分布.
茎幅/全 長,茎 幅/葉 長,葉 厚/欠 劾幅.
②特定全長以上である値で横 ばいする.
欠刻幅/全 長,欠 刻幅/葉 長,欠 刻幅/茎 長,
欠刻幅/茎 幅,欠 刻幅/葉 幅.
③生長に関係 なくバ ラツキが小さ く一定 の値 になる.
葉長/全 長,茎 艮/全 長,葉 重/全 重.
表2各 種苗の特徴(4種苗間の相対的関係)


























表3ク ローンと継代養殖の形質間比 と葉厚(末 崎,全 長70㎝以上)





































































































































































































図2欠 刻幅/葉 幅の選択実験(末 崎)
P3基 礎集 団,F1～F33世 代,
PL,PS=Pからの選択個体,
FL-1～FL-33欠刻 幅/葉 幅の大 きい方へ の選択 によ る集 団,







審 査 結 果 の 要 旨








らかに し,生育状態 と関係なく安定な形質によって品種の特徴を調べ,さ らに安定形質に対する
選択効果を実現遺伝率で求めている。
第一に,養殖 したウカメの生長を経示的に調べ,成 長が生育環境(養 殖密度,水 深)に よって
影響を受けやすいことを示 し,ワカメ税苗の特性を実測値では比較できないことを明らかにした。.
第二にワカメの形態に関わる9形質(全 長,葉 長,茎長,茎 幅、葉幅,欠 刻幅,葉 厚,葉 重,全
重)を 測定し,それらの形質問比と全長の関係を調べ,生 長と各形質問比の関係から,葉長/全
長,葉重/全 重,欠 刻幅/葉 幅,お よび葉厚が生育状態に関係なく安定な形質(以 下,特 定形質
と呼ぶ)で あることを明らかにした。第三に,ワ カメの3品種 と恵山(北海道)の ワカメ種苗を
同一の6海域で養殖 した実験から,養殖海域によって特定形質の値は変化 したが,各 種苗の特徴
はよく保持されることを明らかにしたげこれによって報告さμている3品種以外に北海道の"エ
ゾワカメ"の存在を示唆している。第四に,雌 雄各1遊 走子起源のクロ}ン とユ親藻起源の継代
養殖における特定形質の発現を3か年にわたって調べ,ク 自一ンの均一性と継代飼育のばらつき
を示 し,特定形質に遺伝的変異が存在することを明らかセとした。さらに,欠 刻幅/葉 幅にっいて
3世代にわたる選択実験をおこない,切 れ込みが大きい方へ㊧実現遺億率が0,542,小さい方へ ・
の実現遺伝率が0,204となることを示 し,明らかな選択効果を定量的に表 した1
本研究は,ワ カメ養殖種苗の形態的特性の遺伝学的解析の一つの手順を未 していること,お よ
びワカメ養殖において育種の実践への可能性を示 した。 よって,博士(農 学)の 学位を授与する
に充分な価値があると判断する。
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